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長田　吉弘 �

「学校建設のＮＧＯ活動とＯＤＡ」�
ＮＰＯ法人　学校をつくる会 理事　山岡　修一様�
（２００１～２００２年　三島ロータリークラブ・幹事）�

・可愛い息子のため、性懲りもなく加藤学園の地区役員を引き受ける事になり
　ました。しかも３年間です。　　　　　　　　　　　　　　　　 大庭健一郎�
・昨日は次年度の４委員会開催お世話様でした。�
　　　　　　　　　　　　　　 会長エレクト　内海宣彦／次期幹事　滝口喜徳�
・第２分区の会報ＩＴ化研修会には、御殿場ＲＣのＩＴ委員会会報委員会に大
　変お世話になっています。分区と合わせスマイルします。�

三島ＲＣ　山岡修一�
・２００２/５/１３にもんじゃ焼きの道とん堀がオープンします。よろしくお願い致しま
　す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     勝又敏樹�
・２００２/５/３に林準さんと、山梨にゴルフに行ってきました。　　　　　  芹澤正明�
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学校建設NGO活動とODA

早朝例会健康の話�

スポーツ界よもやま話し�

市政について�

新会員卓話� 土屋義明君�

親睦活動委員会�

JHP学校を作る会理事　山岡修一様�

御殿場市市長　長田開蔵様�

日刊スポーツ新聞社編集局　野球部長　石井修一様�

　入会予定者３名の方に例会見学に来ていただいて
おります。�
　この方々が入会となれば、今年度５名の増強とな
ります。また、本日の卓話は三島ロータリークラブ
の幹事の山岡様にお越しいただいております。山岡
様は、第２分区の会長、幹事会では常に場を盛り上
げてくれています。�
　山岡様にお聞きした事ですが「三島クラブの渡辺
会長は、挨拶を文章にすれば、僅か２行で片づけて
しまうそうです。」でも、その話を聞きたい為に、わ
ざわざ三島クラブにメイクアップに来る方がいらっしゃ
るそうです。それに比べて私は、いつも３０行も４０行
もかかり、くだらない話を長々として皆様に申し訳
なく思います。しかし、残り７回ですので我慢して
下さい。�
　このような方々とお会い出来、お付き合いさせて
いただく事がロータリーに入った最高の喜びではな
いでしょうか。�
　今日の山岡様の卓話を楽しみにして来ましたので、
宜しくお願い致します。なお、昨日三島クラブの４
５周年記念に参加致しましたが、この報告は来週さ
せていただきます。�

　私は昭和１６年３月、東京・浅草蔵前で生れました。
２０年３月１０日の夜の大空襲の朝、埼玉に母と疎開しま
したが、残った５人は行方不明です。戦後、三島に移
り住みましたが、赤貧で、高校だけは、それも技術を
身に付けなくてはと、沼津工業高校・電気科へ進みま
した。運良く読売新聞社に入社、写真撮影や取材を教
えられ、以来、編集の仕事に関わって来ました。新幹
線が三島に停まるようになって、当時は皆が驚く新幹
線通勤を始めました。�
　５３歳の時、大学進学を目指し退社しましたが、ＪＣ
時代１９８０年の同期の理事長だった中央防犯の社長が「藤
枝ブルックスをＪに昇げるんだ。手伝え」と無理やり引っ
張られ、アビスパ福岡を昇格させるまで、旅をして来ま
した。福岡から戻ると、毎日家に居るのがうっとうし�
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前回の出席報告�

●欠席者（5名）�
　秋田悦夫君・井口修一君・梶原一正君・小野寛幸君�
　大森清治君�

�

●メーキャップ（9名）�
　・５月８日　長 　 泉　井 口 修 一君�
　・４月２５日　裾 　 野　神 谷 高 義君�
　・４月３０日　沼 津 北　大 森 清 治君�
　・４月１７日　長 　 泉　岡 本 隆 典君�
　・４月２０日　三 島 西　長 田 吉 弘君�
　・４月１4日　地 区 協　斉 藤 　 保君�
　・４月２６日　合 　 同　豊 山 徹 也君�
　・４月２４日　長 　 泉　臼 井 良 太君�
　・４月１４日　地 区 協　渡 辺 俊 彦君�

いのか、妻が、「お父さんに向いているＮＧＯ（非政
府組織・民間協力団体）があるよ」と、「ＪＨＰ・カ
ンボジアの子供に学校をつくる会」の雑誌記事を見せ
られました。�
　ＪＨＰの呼びかけは「情報・語学力のある人は知識を！
お金のある人はお金を！ 汗をかいてくれる人は直接活
動に参加を！」で、汗を流すことならと、「３年Ｂ組
金八先生」の作者である小山内美江子代表に会いに行
きました。「良かったら手伝ってよ」ということで、
以来９６年１２月から１５回、カンボジアに行き、プロジェ
クトに参加しています。約１ケ月の作業ですからカン
ボジアには一年以上滞在したことになります。何をし
ているかというと、建設地の調査や、年２回活動隊に
同行し、大学生や社会人約３０人と校庭にブランコや鉄棒、
タイヤ遊具を作ったり、音楽指導、絵画指導、子ども
や地域の人たちとの交流のコーディネートをしています。
他に、アフリカに毛布を送る運動では、難民キャンプ
巡りに参加（９９年１月）しました。次はアフガニスタ
ンを目指しています。�
　国内では日本重油流出事故の時、３ケ月、学生や救
援物資の輸送などを担当しました。（１９９７年）�
　ＮＰＯ（非営利団体）法人化に当り、カンボジアの
冠を取り「学校をつくる会」と名を変えましたが、途
上国の復興は教育からとの視点によるものです。ユー
ゴの救援、インド地震、アフガニスタンの救援の他、
国内の阪神大震災などでも活動しています。�
　カンボジアでは４３校６５棟の校舎を建てて来ましたが、
音楽や美術の先生の養成、日本語の教室のプロジェク
トを実施しています。�
　いろんな団体が楽器を贈ろうと呼びかけますが、ピ
アニカやリコーダーはすぐ何百個と集まります。しかし、
途上国には教えることができる先生が本当に少なく、
ほんの一部しか生かされていないのが現実です。�
　師範学校で音楽教師の養成の他、活動隊が行った時、
全国から保母さんを１００人位招き隊員が指導すると、
簡単な楽譜が読め、演奏ができるようになります。終
了時、少し楽器を貰えませんかと恐る恐る言って来ま
すが、必要と思うだけ持って帰って頂きますがとても
喜ばれます。�
　９７年５月、※ＧＩＡ（御殿場国際交流協会）がプノン
ペンから南西に２３０km、車で４時間のシアヌークビル
と唯一海に面した州都に「富士山学校Ⅰ・Ⅱ」２棟１０
教室を贈ってくれました。その時、貴クラブ菅沼久さ
んのお嬢さん美津子さんが窓口となって、本当に頑張っ
ていただきました。�

　港湾労働者の多い貧困地域で、学校の隣地は芦の生
い茂る悪臭を放つ湿地帯と不法住居に囲まれて居まし
たが、市と協力、埋め立てを続け２万坪の学校敷地を
確保、現在、小学校３棟１５教室、中学校３棟１５教室、
管理棟４教室（職員室・倉庫）、図書館、コミュニティホー
ルとしても使える講堂があり、「カンボジア日本友好桜
学園」と呼ばれています。更に小学校の増築と保育所
を建てる計画です。�
　ＪＨＰが建てた学校の１／３がシアヌークビル州で
あることは、ＧＩＡが先がけてくれたからで、楽器も
沢山集めて下さるし、御殿場はボランティア精神と国
際感覚の豊かな町と確信しております。�
　学校は１棟５教室、井戸と便所を合わせ約４５０万円位（※
2）かかります。円高（１＄９０円）の時は３５０万円でした
ので苦労します。お金を先に渡すといい加減な工事を
するので３回に分け、手抜きをしないよう、常に現場
を監督してまわっています。学校建設の外、教員の育成、
教材の提供と教育のレベルアップに努力しますので、
更なるご支援とご理解を願うものです。�
　日本でも政治家、商社、ゼネコン、コンサルタント
のピンハネやバックマージンが浮き彫りになって来て
います。そこで現地に密着したＮＧＯを通したＯＤＡ
を増やそうとしていますが、外務省や政治家、商社な
どが面白くないのは利権がらみだからです。�
　カンボジアでは９８年、ラナリット第一首相とフンセ
ン第二首相の私有軍が衝突し、華僑やタイ商人、外国
人が一斉に国外に逃げました。各国がまた内戦を起こ
すなら援助を中止すると通告、あっと言う間に仲直りをし
ました。それは双方とも援助金肥りができなくなるから
です。�
　日本からのＯＤＡで農薬と肥料を贈る話がありました。
カンボジアはメコンデルタの肥沃な土地で、病害虫も
本当に少ない所です。そんな物、誰も必要としていな
いのです。全土が水郷のようで、そこで獲れる魚、蟹、
海老、蛙は大切な食料なのに死滅の恐れがあります。
日本で使えなくなった、売れ残って処分に困った物を
ＯＤＡという名で贈ってしまえというものでした。製
薬会社、商社の思惑を感じ取ったＮＧＯが揃って大反
対をし阻止したことがあります。相手国のニーズなど
全く考えないＯＤＡは山程あるのです。私たちはもっ
と関心を持ち、このようなことを許さないようにしな
くてはなりません。�
　ＯＤＡについても未だ未だありますが次回とし、卓
話を終らせていただきます。ご静聴ありがとうござい
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以上�


